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２．３．３ 地象の状況 

（１）地形 

対象事業実施区域周辺の地形は図2-3-6 に示すとおりである。 

「土地分類基本調査（国土調査；長野：経済企画庁1974年）」によると、対象事

業実施区域は犀川扇状地で、砂礫堆が広がっている。 

 

 

凡 例 

    ●：対象事業実施区域の位置 

 

出典：土地分類基本調査(国土調査；長野1974年) 

 

 

 

図2-3-6 対象事業実施区域周辺の地形 

        1:50,000 

0       1,000      2,000ｍ 
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図2-3-6の凡例 
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（２）地質 

１）土地分類基本調査結果 

「土地分類基本調査（国土調査；経済企画庁：1974年）」による対象事業実施区

域周辺の表層地質及び柱状図は、図2-3-7に示すとおりである。 

これによると、対象事業実施区域の表層地質は「礫がち表土」である。 

 

凡例    ●：対象事業実施区域の位置      

                     

出典：土地分類基本調査(国土調査；長野1974年) 

                 図2-3-7 対象事業実施区域周辺の地質図 

 

対象事業実施区域の位置 

        1:50,000 

0       1,000      2,000ｍ 
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図2-3-7の凡例及び柱状図 
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２）対象事業実施区域の地質調査結果 

平成18年度に長野広域連合が実施した対象事業実施区域の地質調査結果は、図

2-3-8～図2-3-12及び以下に示すとおりである。 

   ① 対象事業実施区域は、犀川左岸に広がる氾濫原地帯の自然堤防に位置し、地 

質は洪積世後期～沖積世の未固結堆積物が分布する。 

② 地表より２ｍ前後までは、埋土や粘性土で被われ、以深は主に砂礫が厚く分

布している。 
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図2-3-8  調査地点図 

 

    凡例       ：対象事業実施区域 
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図2-3-9  地質断面図 
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図2-3-10  ボ－リング柱状図 №１地点 
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図2-3-11  ボ－リング柱状図 №２地点 
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図2-3-12  ボ－リング柱状図 №３地点 
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（３）活断層 

「日本の活断層（高田、長野）」によると、対象事業実施区域周辺の活断層は、

図2-3-13 に示すとおりで、対象事業実施区域から北西に約4.7km離れた付近を、南

西から北東方向に長野盆地西縁断層が走っている。 

 

凡 例  

 

●：対象事業実施区域の位置 

    ：活断層         

 

 出典： 日本の活断層(高田、長野) 

 

 

1：83,000 
 
0  750  1,500ｍ 

    
 

 図2-3-13 対象事業実施区域周辺の活断層分布図 

対象事業実施区域の位置 

● 
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（４）地すべりおよび崩壊の発生状況 

長野市ごみ焼却施設建設地検討委員会最終報告書によると、対象事業実施区域周

辺４km以内は、地すべり等防止法による地すべり防止区域、急傾斜地の崩壊による

災害の防止に関する法律による急傾斜地崩壊危険区域及び砂防法による砂防指定地

に指定されておらず、地すべり及び崩壊のあったと思われる場所は存在していない。 
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